
本訓練は、荒川河川敷に整備した河川防災施設（緊急用河川敷道路，緊急
用船着場，各ゾーニング候補地等）の災害時の有効活用のため、各施設の
利便性や機能の確認、各災害対応機関の利用習熟等を目的として実施した。
(令和2年度の訓練では、新型コロナ感染症の状況下、住民参加の訓練を
実施せず）

海上保安庁「あきたか」が着陸 緊急支援物資の受け渡し

【緊急支援物資輸送】 戸田公園高規格堤防上の場外離着陸場を活用し、海上保安庁東京海上保安部のヘリによる緊急支援物資の輸送訓練を行った。
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【物資輸送・帰宅困難者輸送訓練】
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帰宅困難者下船 戸田市役所職員の誘導で移動

戸田緊急用船着場を活用し、埼玉河川公社,東京都公園協会,陸上自衛隊第一師団第32普通科連隊の連携による物資輸送訓練を実施した。



【ドローンによる被災状況調査】

【道路啓開－放置車両移動】

戸田市消防本部・埼玉県警察本部による被災調査

道路をふさいでいる放置車両をｼﾞｬｯｷ
アップして移動

荒川の河川敷(戸田緊急
用船着場下流)を活用し、
ドローンによる被災状況調
査訓練を行った。

緊急用河川敷道路を活用し、道
路啓開車両の走行及び放置車両
の移動訓練を行った。

大宮国道事務所、埼玉県警察本部の
啓開車両が緊急用河川敷道路を走行

埼玉県警察本部，陸上自衛隊の
バイク隊が河川敷道路を走行

戸田緊急用船着場着岸 本部長へ到着報告

本部長へ到着報告船着場に着岸し、部隊員下船陸上自衛隊のボートが戸田緊急
用船着場到着

【先遣部隊移動訓練】 戸田緊急用船着場や緊急用河川敷道路を活用し、埼玉県警察本部,陸上自衛隊
第一師団第32普通科連隊情報小隊による 先遣隊移動訓練を実施した。

戸田市消防本部・荒川下流排水ポンプ車が戸田緊急用船着
場において取水準備

排水ポンプ車による受水槽への送水，
消防車による給水

【消火用水取水・放水訓練】

消火放水

戸田緊急用船着場を活用し、戸田市消防本部,荒川下流河川事務所の連携によ
る排水ポンプ車による取水・送水,及び消防消火の 放水訓練を実施した。
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